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60

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
67

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない
1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない
65

3. 利用者の１/３くらいが

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）3. 利用者の１/３くらいが

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどない
3. たまに

1. 毎日ある

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある

訪問調査日

基本情報リンク先

63

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

1. ほぼ全ての利用者の

平成29年3月10日

昨年の外部評価の結果を受けて、事業所としての理念や各ユニットとしての理念を充実させ
るなど、若い管理者を中心に人手不足という悩みを抱えながらも改善を目指した取り組みが
みられる。
事業所は通所介護事業所を併設しており、重度者に対応した入浴設備や外出時の車の利用
などハード面での連携に加えて、お祭りを共同開催するなどソフト面でも密接な関わりを持
ち、利用者により良いサービスの提供を目指す姿勢がうかがわれる。

2271100824

http://www.kaigokensaku.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2271100824-00&PrefCd=22&VersionCd=022

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

セリオコーポレーション有限会社　福祉第三者評価　調査事業部

平成28年12月21日

自立支援と家庭的な雰囲気を大切にすることを一番に職員にもご家族様にもお伝えしており
ます。
出来ることは自身で、出来ないことを援助していき、残存機能を保持していきたいと思います。
今年はボランティア招集に力を入れ、大学生介護体験や中学生ボランティアを招き、ご利用
者様と交流して頂きました。年々ご利用者様が高齢化・重度化していっても月1回以上のイベ
ントと出来るだけの外出レクを行いご利用者様に非日常を提供しております。
なごみは女性のみ入居されており、高齢ながらも歌声が聞こえてきます。

沼津ケアセンターそよ風

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

平成29年1月27日

4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

静岡県静岡市清水区迎山町４－１

4. ほとんど掴んでいない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目

評価結果市町村受理
日

なごみ

法人名 株式会社ユニマット　リタイアメント・コミュニティ

事業所番号

所在地

事業所名

評価機関名

所在地

自己評価作成日

静岡県沼津市中沢田391-1

http://www.kaigokensaku.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2271100824-00&PrefCd=22&VersionCd=022


静岡県　沼津ケアセンターそよ風（なごみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに
取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

月に1回、市の相談員の来訪があり、現状を
伝えています。また出来るだけ市役所に赴く
ようにし、手紙などで済まさないようにしてい
ます。

管理者が報告などを機会と捉えて定期的に市
の窓口へ出向いている。これにより、運営上の
疑問点について直接具体的なアドバイスを受け
るなど、顔の見える関係を築いている。

身体拘束ゼロ宣言をしていますが、スピーチ
ロックが完全にはなくならない。ユニットのド
アは日中解放しています。

会議において身体拘束委員会を開き、実例を
挙げて拘束を行わない介護を周知している。ス
ピーチロックについては、なくすための取り組み
を検討している。

研修など行っておりますが、まだ理解できて
いない職員がいると感じています。その場そ
の場で注意していくように周知しています。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

会議で話し合いや意見の吸い上げを行い、
サービスの質の向上を図っています。

会議では行事や職員・入居者の報告・座談会に
加え、認知症サポーター研修や熱中症などの
介護情報を研修として盛り込み、出席者の知識
を深めている。地域委員の定期的な参加が得
られていないことが課題となっている。

地域の民生委員や町内会長へ事業
所の新聞を定期的に持参し、顔の見
える関係を築く活動をしているが、地
域委員の定期的な参加には至ってお
らず、更なる取り組みが期待される。

理念の理解と実践が出来ていないように思
われる。少し事業所に興味を持って業務し
ていきたいと思う。

会社の理念の他に、「自立支援と家庭的な雰囲
気を大切にする」を事業所理念とし、各ユニット
ごとに月間目標を掲げている。これらは事業所
内での会議において管理者からスタッフに周知
を行っている。

地域の清掃・敬老会・文化展に参加していま
す。

町内会に加入し、地区で開催されるイベントに
入居者が参加している。また事業所の祭りであ
る「そよ風祭」には地域の方の参加がある。事
業所内各所にスタンプラリーを用意し、施設の
理解を深めるような工夫をしている。

運営推進会議で地域の方を招き、認知症サ
ポーター養成講座を実施していますが、地
域の方の参加が少ない現状です。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（なごみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

通所部会・ＧＨ連絡協議会・包括主体の研
修などに参加で他事業所との交流機会はあ
るが、参加者が限られている。

会議にて話を聞いたり、希望があれば日常
的に面談している。また職員からの相談・苦
情用紙を作成しています。

フロア会議や全体会議を通じて職員の意見を
聞く場を作っている。その中で、個々の職員の
対応についての検証や勉強会の内容について
の要望が出されている。

契約更改で反映しているが、他センターも統
括している上司の許可が必要で希望通りに
変更していくことが難しい。

内部・外部研修を行う機会は設けているが、
向上心がある職員だけが育ち、現状維持し
ている職員もいるように感じる。

職員にはコンプライアンスを中心に制度の
説明・研修を行っております。

契約については管理者が基本対応してお
り、逐一ご家族様に尋ね相談・説明していま
す。入居後も職員からコミュニケーションをと
るよう心がけています。

運営推進会議にてご家族様から意見を吸い
上げ、外部評価や情報公開を活用し公にし
ている。

現在運営に関する意見は出されていないが、
意見や要望は面会時に職員が聞き取りを行っ
ている。把握した職員は上位者に報告し、対応
策を検討して職員に周知する取り決めとなって
いる。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（なごみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

居室に馴染みの物を置くようお伝えし、今ま
での家庭的な雰囲気を大事にしてもらって
いる。ご家族・親戚だけでなく、ご近所様もよ
く面会に来られている。

居室に家族の写真や仏壇などを置き、使い慣
れた茶碗を使う等の工夫をする事で、入居前の
生活を思い起こす一助としている。日々の介護
の中で把握する利用者の情報は、連絡ノートや
介護日誌に記入し職員間で共有している。

職員が間に入り、話のきっかけを作るように
している。

計画作成の指導に努め、ご本人様に合わせ
たケアを考え支援している。

教えて頂くという考えを忘れず、介助者優先
にならないよう支援に努めている。

面会・外出を促し、ご利用者様との時間も大
切に生活して頂いている。

事前調査でアセスメントし、本人の要望・ご
家族の要望を伺っている。入居に当たり、自
己紹介から始め、職員から話のきっかけを
作っている。

相談時・契約時に話を伺い、ご家族様に合
わせ対応している。入居後も気になる事が
あればいつでも対応し、関係づくりをしてい
る。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（なごみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

フロア会議・担当者会議で話し合い、計画作
成を中心に今後のケアについて検討してい
る。ご家族様からは面会時コミュニケーショ
ンを多くし、なんでも話せる関係を築くように
している。

フロア会議や担当者会議にて個々の利用者の
状況を話し合い、計画作成担当者と職員が情
報を共有することで現状に即した介護計画の作
成を心掛けている。

日誌・連絡ノートを活用し、いない職員にも
情報を伝えられるようにし、気づいたことが
あればフロア会議で発表しケアプランに反
映している。

併設のデイサービスと合同での活動や・2ユ
ニット合同のイベントで、1ユニットで縛られ
ない支援をしている。

定期的にアセスメント・モニタリングし、出来
る方には要望を伺っています。

個々の利用者の思いは、計画作成担当者が直
接聞き取り、さらに介護職員が収集した情報を
集約し、プランに反映することで実現を目指して
いる。

ご本人・ご家族様からお話を伺い、既往歴・
生活歴の把握に努めている。

一人ひとり状況把握し、1週間1日の過ごし
方を記録している。

退去されてからも交流のある方に面会にくる
かたもいらっしゃいます。退去してからも相
談・援助するように伝えています。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（なごみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

年2回以上の防災訓練を行い、オーナーに
も参加してもらえるようにお願いしています。

地震後に火災が発生したことを想定しての避難
訓練を年２回行っている。訓練により、車いすに
よる避難方法を検討する必要性やヘルメットな
どの機材不足が明らかとなり、今後の対応を検
討している。

災害時は事業所職員だけで対応する
ことは困難であり、地域の協力が不可
欠である。地域との連携を深める取り
組みを引き続き行う事に期待する。

病院との連絡を常に取り、入院時にはアセ
スメントを送付、退院時は退院カンファが出
来るよう関係づくりしている。

入居後1か月、重度化したら再度カンファレ
ンスを行い、今後の方針をしっかり話し合
い、尊厳持ったターミナルケアに努めてい
る。

ターミナルケアは介護で対応できる範囲であれ
ば受け入れ可能であり、昨年は５件のケースを
経験している。ターミナルケアの具体的な支援
方法についての研修を年に２回程度行ってい
る。またケース終了後には、職員間で振り返り
の会議を行っている。

年1回の救命講習を行っており、新入社員に
も対応を身に付けてもらっている。それでも
職員の個人差があり積極性・記憶性に左右
される。

月間行事で地域の催し物に参加し、セン
ターだけで終わらせない自立支援生活を提
供している。

入居時にかかりつけを伺い、ないかたにつ
いては協力医で支援している。協力医が24
時間365日対応している為、看取りを考える
際は協力医を進めている。

８割の利用者は往診のある協力医を利用して
いる。かかりつけ医への受診は家族の付き添
いが基本である。緊急時については、入居時に
希望を確認し対応するが、状況に応じて職員が
付き添う場合がある。

週1回の往診に加え、適宜都度報告し看て
もらい指示を仰いでいる。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（なごみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

食事量・水分量を管理し、少ない方には好
みの水分を、栄養が少ない方には補助食品
を提供している。

出来る方は自身で、出来ない方にはケアし
ている。食前に嚥下体操し唾液を出すよう
支援している。

職員都合のペースにならないよう努めてい
るが、”ちょっとまって”が完全にはなくなって
いない。

爪切り、ヘアセット、洗顔などご利用者様に
合わせ、出来ないことを支援している。

皆様リビングで一緒に食事している。出来る
方は下膳やテーブル拭きをお願いしてい
る。

利用者の希望を踏まえ、ユニットごとにメニュー
を作成している。利用者の誕生日には特別食と
して寿司やケーキを提供している。ミキサーや
刻み食で対応をしているが、何を食べているか
分るように食材を元の形に整えて提供してい
る。

排泄時・入浴時の戸締り、ちゃんづけ、など
プライバシーについて指導している。

全体会議で実例を挙げて研修を行っている。プ
ライバシーについての指導内容を繰り返し行う
事で職員への周知徹底を図っている。

選択しやすいよう、どちらかという選択にし、
自己決定しやすいように努めている。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（なごみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

個人ファイルに薬情を入れ、すぐ確認できる
ようにしている。量についてはＤｒにお願いし
ている。

洗濯物畳・皮むきなど出来ることを自身で
行ってもらうようにしている。またボランティ
アに積極的に参加してもらっている。

外気浴に努めている。可能な方については
外出レクに参加し楽しんでもらえるよう援助
している。

事業所のベランダや庭を利用し、不定期だが利
用者のほとんどが外気浴を行っている。外出レ
クリエーションは初詣や菊花展など利用者全員
が参加することに加えて、各ユニットごとに弁当
を用意し行う事もある。併設通所介護の送迎車
を使用し、大人数での移動が可能である。

乳製品を活用しマッサージで排泄を促して
いる。病院との連携も図り、普通便での排泄
を促している。

毎日実施しているが、排便者・前日未入浴
者を優先とし、午前も午後も実施できるよう
にしている。

数種類の入浴剤を使い分け、利用者から好評
を得ている。事業所で介助困難な場合でも、併
設した通所介護の機械浴で入浴ができるため、
歩行や立位ができない利用者でも湯船につか
る入浴を楽しむことができる。

体調に合わせ午前午後も臥床できるように
している。日中換気にて安眠支援に努めて
いる。

時間で声掛けするだけでなく、表情や立ち上
がりなどのサインを視流さず、出来るだけト
イレで排泄できるよう支援している。

尿便意のない利用者は基本的に定時に誘導を
行っている。トイレに行きたいという利用者固有
の態度を見逃さずタイミングの良い誘導を行う
事で、できる限りトイレでの排泄を目指してい
る。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（なごみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

入居時から出来ることは自身で行ってもら
い、出来ないことをケアしていることを伝え
理解してもらっています。

一人ですわれるソファー、共同で座れるテー
ブルなど多様にしてもらえるよう配置してい
る。

馴染みの物を持ってきて頂き、住んでいたま
まの雰囲気を感じてもらえるようにお伝えし
ています。

居室は約８帖ほどの広さがあり、備え付けの介
護用ベッドが用意されている。居室に家族の写
真や仏壇などの持ち込みを勧めることで、入居
前の環境に近づける工夫をしている。

このユニットではご利用者様がお金をしよう
することがない状態です。

希望がある際は連絡取れるように支援して
いる。

13年の佇まいを大事にし、季節感を出すよう
装飾している。

クリスマスや節分など季節に合わせた装飾品を
飾り、季節感を演出している。開所から１３年が
経っているが、まめに掃除を行っており清潔で
古さを感じさせない。
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平成２８年度 ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

【事業所概要（事業所記入）】

ユニット名

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○
○

○ ○

○ ○

○ ○

○
○

○

株式会社ユニマット　リタイアメント・コミュニティ

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 自立支援と家庭的な雰囲気を大切にすることを一番に職員にもご家族様にもお伝えしており
ます。
出来ることは自身で、出来ないことを援助していき、残存機能を保持していきたいと思います。
今年はボランティア招集に力を入れ、大学生介護体験や中学生ボランティアを招き、ご利用
者様と交流して頂きました。年々ご利用者様が高齢化・重度化していっても月1回以上のイベ
ントと出来るだけの外出レクを行いご利用者様に非日常を提供しております。
のぞみは重度化したご利用者様が多く、穏やかな時間が過ごして頂けます。また重度化した
分日中帯にベテランの職員を配置しております。
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2. 家族の２/３くらいと

項　　目

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

基本情報リンク先

評価機関名

http://www.kaigokensaku.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2271100824-00&PrefCd=22&VersionCd=022

所在地

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理
日

沼津ケアセンターそよ風 のぞみ

静岡県沼津市中沢田391-1所在地

平成28年12月16日 平成29年3月10日

静岡県静岡市清水区迎山町４－１

訪問調査日 平成29年1月27日

3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

4. ほとんどできていない

3. たまに
4. ほとんどない

63

3. たまにある

3. 利用者の１/３くらいの

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. ほぼ全ての利用者が1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんど掴んでいない

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない
1. ほぼ全ての利用者が

65

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

57

1  自己評価及び外部評価結果

2271100824

法人名

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどできていない

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

3. 利用者の１/３くらいが

66

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（のぞみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに
取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

家族からの意見や質問などにしっかりとこた
えていき、より良い環境つくりをしていきたい
と思います。サービスの質を上げていきたい
です。

管理者・センター長にて市役所に赴き、手続
きをこなしながら、話をしています。

理念を踏まえた上にユニット毎の目標を立
て、職員一人一人が実践できるように努力し
ています。

※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

お祭りなど地域の方が都と交流する機会を
持つようにしていますが、高齢になり困難な
方々もいるのが現状です。

もう少し、センターからの発信を大くし、ボラ
ンティア活動などを増やしていきたいと思い
ます。

身体拘束の中にある、スピーチロックの徹底
に力を入れていきたい。そのための勉強会
をやりたい。

身体拘束同様、虐待の意味を勉強していき
たいです。虐待につながる小さなアクシデン
トをもっと見つけていくことを徹底します。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（のぞみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

おもに管理者・ケアマネがやっていることな
ので全職員が出来ているとは思いません。

契約は管理者が実施しています。職員は入
居後家族への連絡を密に取り、日々の状況
や状態を説明しております。

もう少し努力してほしいところです。

研修への参加や勉強会の機会を増やして
ほしいです。

運営推進会議などでご家族様からの意見を
吸い上げております。また定期的な外部評
価でご家族様アンケートを実施しています。

全体会議で説明を受けて、ユニット毎に説
明はしています。また、重要なことはノートに
まとめて回覧するようにしております。

もっとそのような場を増やしてほしい。サー
ビスの向上にはまだまだ努力が必要です。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（のぞみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

ご家族様とのコミュニケーションを密にする
ことで、ご利用者様のことがわかることもあ
るので、これからもコミュニケーションを大切
にしたい。

ご家族様、ご本人様、職員が同じ目標でケ
アできるように言葉かけを十分にしていきた
い。

職員同士が情報を共有しており、ケアのや
り方など話し合う場を設けています。

努力しております。

レクや作業など出来る人だけではなく、職員
と一緒にやるよう心がけています。

「介護する」ではなく「させて頂く」という気持
ちで本人の意思を確認しながら行っておりま
す。

ご家族様との連絡はしっかりとしておりま
す。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（のぞみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

今までの暮らしに近づけられるよう、ご自宅
からなじみのものを持ってきて頂くようにして
います。

日誌やノートなど就業前に読み、把握してい
ます。

努力しております。

昔の仕事や、何が好きだったのかを本人や
ご家族様から情報を聞いて検討していま
す。

すぐに対応できるよう努力しています

フロア会議で話し合っています。また緊急性
の事案であればすぐに対応しています。

しっかりと共有し、見直しもしています。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（のぞみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

安心・安全なケアを務めています。

ソーシャルワーカー様と連絡と取り、退院カ
ンファ、情報提供しております。

ご家族様・Ｄｒとの連携、相談などはしっかり
と耳を傾け、、ご家族様・ご本人の希望に沿
えるようにしていきます。

ご家族様、ご本人、Ｄｒとの連携はしっかりし
ております。

看護師にも情報共有して頂くため、常に連
絡しています。とても協力的です。

勉強会など開き、全員が同じうように動ける
ようにしていきたい。

年2回の防災訓練の実施、ユニット毎の避難
経路の確認をする。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（のぞみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

目上の人だということをしっかりと認識し、言
葉遣いなどに気を付けています。

高齢化、重度化に伴い、なかなか自己決定
は難しいですが、表情や動作で表してもらう
よう、日々観察しています。

ご本人が好きなものを取り入れたり、食べや
すいように提供しています。

食事量・水分量のチェックシートを活用し、
共有しています。

ご本人様の希望を第一として、、ケアをして
いきます。

不潔に見られない様、爪切り・散髪・髭剃り
のチェックをしています。

しっかりと口腔ケアをしています。トラブルが
あったらすぐに対応できるようにしています。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（のぞみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

薬に頼らず、腹部マッサージや食べ物で排
泄できるようにします。

高齢化・重度化に伴い、ＤＳの機械浴に入
浴している方もおりますが、曜日・時間につ
いては個々に合わせています。

排泄チェック表を活用しています。高齢化・
重度化の為、やむを得ずオムツの方には不
潔にならない様戦場をしっかりしていきま
す。

日向ぼっこや・外気浴・歩行訓練・好きな音
楽・ＴＶなどを考えて実践しております。

重度化の為外へ出られる方が限られていま
すが、本人の状態を見ながら、5分でも10分
でも外出が出来るように努力しています。

座りっぱなしの生活ではなく、午後1時間で
も横になってもらうよう言葉かけ実施してい
ます。

一人ひとり何を服用しているか？を把握す
るために薬の表を作成し、共有しています。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（のぞみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

こちらのユニットではおりませんが、認識で
きるご利用者様については、ご希望を伺い
通話までの援助や、手紙の用意をしていま
す。

季節に沿った飾りを飾ったり、見やすい工夫
を実施しています。

こちらのユニットではおりませんが、認識で
きるご利用者様については、ご家族様・職員
との買い物の際、自身の財布を用意してい
ます。

今、環境つくりをしているところです。

テーブル・椅子・ソファの位置など、その
時々に変えてみたりはしています。

ご家族様によって持ってきた者などは飾った
りしています。
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平成２８年度 ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

【事業所概要（事業所記入）】

ユニット名

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○
○

○
○

○ ○

○
○

○
○

○

60

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
67

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない
1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない
65

3. 利用者の１/３くらいが

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）3. 利用者の１/３くらいが

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどない
3. たまに

1. 毎日ある

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある

訪問調査日

基本情報リンク先

63

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

1. ほぼ全ての利用者の

平成29年3月10日

※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

2271100824

http://www.kaigokensaku.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2271100824-00&PrefCd=22&VersionCd=022

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

セリオコーポレーション有限会社　福祉第三者評価　調査事業部

平成28年12月12日

自立支援と家庭的な雰囲気を大切にすることを一番に職員にもご家族様にもお伝えしており
ます。
出来ることは自身で、出来ないことを援助していき、残存機能を保持していきたいと思います。
今年はボランティア招集に力を入れ、大学生介護体験や中学生ボランティアを招き、ご利用
者様と交流して頂きました。年々ご利用者様が高齢化・重度化していっても月1回以上のイベ
ントと出来るだけの外出レクを行いご利用者様に非日常を提供しております。
いずみは皆様穏やかに過ごされています。1階の為散歩に行きやすく、イベントにも熱いユ
ニットになります。

沼津ケアセンターそよ風

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

平成29年1月27日

4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

静岡県静岡市清水区迎山町４－１

4. ほとんど掴んでいない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目

評価結果市町村受理
日

いずみ

法人名 株式会社ユニマット　リタイアメント・コミュニティ

事業所番号

所在地

事業所名

評価機関名

所在地

自己評価作成日

静岡県沼津市中沢田391-1

http://www.kaigokensaku.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2271100824-00&PrefCd=22&VersionCd=022


静岡県　沼津ケアセンターそよ風（いずみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに
取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

研修に参加したり電話で相談・指導を受け
ています。介護相談員の訪問が月1度ありま
す。

身体拘束委員会を開催し、ユニット内の職
員で話し合い、拘束をしないケアに取り組ん
でいます。

研修に参加し、フロア会議や全体会議にお
いて周知できるようしています。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

運営推進会議にて、認知症の理解・支援の
相談に取り組んでいます。

地域包括職員に研修をお願いしたり、苦情
などの報告を行い、ご意見を参考にし、サー
ビスの向上に活かしています。

グループホームの理念は事業所に貼り、い
つでも確認できるようにしております。またユ
ニット目標を掲げ、実施しています。

毎月回覧にて「そよ風便り」を地域に回覧し
ています。地域の清掃・敬老会・文化展に参
加しています。

※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

20/27 セリオコーポレーション有限会社　福祉第三者評価　調査事業部



静岡県　沼津ケアセンターそよ風（いずみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

職場環境・条件の設備が行えるよう努めて
います。

個別面談・研修の時間を設けています

グループホーム連絡協議会にて情報交換・
交流に努めています。

管理者が契約の際に説明し、理解・納得し
て頂いてます。

面会時・電話・運営推進会議を通し、意見・
要望を伺い、議題に反映させています。

フロア会議・全体会議にて設けています

研修会資料を回覧し、全体会議にて周知で
きるようにしています。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（いずみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

間に入り、ご利用者様同士の関係を大切に
しています。

経験で得たことを教えてもらいながら、日常
生活に反映できるように努めています。

日頃の様子、体調を崩された時など連絡相
談しています。また必要に応じて面会のお
願いをしています。

教室にご家族の写真を飾って頂いていま
す。なじみの人（友人）面会時、言葉かけに
て来訪をお願いしています。

事前調査・面談時に情報を収集し、ご本人
様のお話をゆっくり聞き、スキンシップを心
がけています。

事前調査時・面談時等にご要望を聞き、希
望に沿えるように努めています。

ご本人様・ご家族様の希望に沿えるように
連絡を取りながら、必要なサービスを提供・
支援に努めています。
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静岡県　沼津ケアセンターそよ風（いずみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

個別記録に記入し、職員間で情報を共有で
きるよう、フロア会議にて話し合いをしてい
る。

併設のデイルームを活用したり、デイサービ
ス・他ユニットで合同レクリエーションやボラ
ンティアなどにて交流を図っています。

ご本人様・ご家族様からお話を伺い、不足
部分はタントウケアマネより情報を得ていま
す。

日報・連絡帳・介護記録など職員の情報交
換共有し、把握できるようにしています。

気付きシートを記入し、本人の状態の変化
を観察し、フロア会議・担当者会議を行い面
会時や電話でご意見を伺い計画作成に反
映している。

入院時のお見舞いや退去されてからの電話
連絡や面会を行い、相談支援に努めていま
す。

ご本人様・ご家族様からお話を伺い、定期
的アセスメントを行い、希望や思いを聞き、
沿えるように努めています。
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外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

入居時に重度化・看取りの指針を書面にて
説明しています。終末期は状態の変化に合
わせ、随時カンファレンスを実施していま
す。

年1回救命講習を受け、緊急時の対応マ
ニュアルを確認を行っています。

防災訓練は年2回実施しています。

協力医は24時間対応にて行って頂いており
ます。入居前からかかりつけ医のある方は
そちらへ連絡・連携を行っている。

施設看護士による週1回の巡回がある。気
になる事があったときは常時連絡・相談し支
持を受けている。

状況に応じ、情報交換をしています。

地区の敬老会・清掃行事に参加したり、文
化祭へ作品を出品見学しています。
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己

外
部
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Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

毎食後口腔ケアを行い、義歯の方は毎回外
して洗っています。夜間洗浄剤に浸け保管
しています。

爪切りや髭剃りなど行っています。ご本人に
洋服を選んで頂いています。

負担にならない範囲で片付け・テーブルフキ
をお手伝いして頂いています。

食事・水分の摂取量を毎日チェックし、摂取
量の少ない方は好みのものを提供していま
す。

排泄時、入浴時などはドアを閉めて対応さ
せて頂いています。接遇マナーの研修にて
行っています。

ご本人の意思を伺うよう言葉かけや複数回
答できるよう工夫しています。

ご利用者様のペースに合わせ支援してい
る。
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実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

洗濯物畳など個人の役割を持ちながら、出
来ることを支援しています。

外気浴・散歩など、外に出かける機会を心
がけています。

曜日を決めず希望やタイミングに合わせて
入浴して頂いています。

一人一人の身体状況を確認しながら支援し
ています。

一人一人の服薬状況をファイルしています。
病状の変化について、主治医に報告にて支
持を頂いています。

ご利用者の行動・表情からのサインを見逃
さず、日常生活の中で排せつパターンを把
握するよう努めています。

乳製品・イージーファイバーなどの提供、腹
部マッサージを行っています。

26/27 セリオコーポレーション有限会社　福祉第三者評価　調査事業部



静岡県　沼津ケアセンターそよ風（いずみ） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
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自
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50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

ご家族様の了解を得て、ご本人の希望で直
接電話して頂いています。

季節のお花を飾って季節を感じられるように
努めています。

居室・トイレ等の扉に大きくわかりやすい文
字表記をしています。

ソファーなどを利用したり、テーブル席を変
え、談話しやすいよう工夫しています。

愛用されていた家具などを持参して頂いて
います。ご家族様の写真を飾っている方も
おられます。

現金は紛失してしまう為、職員がお預かりし
ております。一緒に買い物に出かけられ、希
望の物を買えるよう支援しています。
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